
 

 

 

静 岡 大 学 の 現 状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２０年１１月 



目 次 

  静岡大学の現状 

  １  平成 20 年度静岡大学収入･支出予算額の構成･･････････ １ 

  ２  静岡大学予算額の推移･･････････････････････････････ ２ 

  ３  静岡大学における外部資金･･････････････････････････ ３ 

  ４  静岡大学の地域別入学者････････････････････････････ ４ 

  ５  静岡大学の在籍状況････････････････････････････････ ５ 

  ６  平成 19 年度学部卒業生の就職状況･･･････････････････ ６ 

７  地域の新事業･新産業の創出プロジェクトにおける 

      静岡大学の参画････････････････････････････････････ ７ 

  ８  社会連携に係る静岡大学の主な取組み(平成 19 年度)･･･ ９ 

 



収　 　入

支　　 出

※  「外部資金｣には、科学研究費補助金直接経費(636,365千円)、
   21世紀COE補助金(83,000千円)は含まれていません。

自己収入等
6,186百万円

31.7%

施設整備補助金
1,292百万円

6.6%

雑収入
115百万円

0.6%

検定料収入
166百万円

0.8%

入学料収入
781百万円

4.0%

授業料収入
5,124百万円

26.3%

運営費交付金
10,075百万円

51.7%

外部資金
1,942百万円

10.0%

19,495
百万円
(100%)

物件費
3,483百万円

18.4%

人件費
12,778百万円

65.0%

施設整備費補助金
1,292百万円

6.6%

退職手当
1,361百万円

 7.0%

教職員給与等
11,417百万円

58.0%

特別教育研究経費
181百万円

0.9%

特殊要因経費
   58百万円

0.3%

教育研究経費等
3,245百万円

17.2%

外部資金
1,942百万円

10.0%

平成２０年度静岡大学収入・支出予算額の構成

19,495
百万円
(100%)
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H16 H17 H18 H19 H20
  総予算 18,125,227 18,193,576 18,615,472 18,534,818 19,495,426
  運営費交付金 10,800,542 10,198,975 10,602,041 9,934,336 10,075,369 ●
  運営費交付
金（退職金、
特別教育研究
経費、特殊要
因経費を除

く）

8,884,000 8,715,000 8,598,000 8,501,000 8,476,216 ●

 自己収入 6,251,205 6,368,076 6,312,456 6,296,482 6,186,057 ●
　学生納付金 6,133,077 6,254,450 6,207,483 6,175,410 6,070,651 ●
　雑収入 118,128 113,626 104,973 121,072 115,406 ●
  外部資金 1,073,480 1,626,525 1,700,975 2,304,000 3,234,000 ●
　受託・寄附 995,515 1,059,382 1,211,361 1,769,000 1,769,000 ●
　補助金 23,965 43,678 123,743 122,000 173,000 ●
　施設整備 54,000 523,465 365,871 413,000 1,292,000 ●

静岡大学予算額の推移

18,125 18,194
18,615 18,535

19,495
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金

  運営費交付
金（退職金、特
別教育研究経
費、特殊要因
経費を除く）

（注）運営費交付金の主な増減要因
　・17年度：退職者減（△334）、自己収入見合減（△113）、効率化係数による減（△33）
　・18年度：特別教育研究経費増（創造科学技術大学院の設置）（190）、退職者増（382）、効率化係数による減（△93）
　・19年度：退職者減（△364）、特別教育研究経費減（創造科学技術大学院分の減（△188）、効率化係数による減（△91）
　・20年度：特別教育研究経費増（91）、主幹教諭増（36）、退職者増（17）、効率化係数による減（△90）

単位：百万円
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（単位：百万円）

静岡大学における外部資金

競争的資金、共同研究、受託研究等の獲得・受入状況

寄附金受入状況

※平成20年度（9月1日現在）の公的・競争的な資金獲得額は1,623百万円(科学研究費補助金を除く)。
   前年度（1,236百万円）比31％増。これに伴う大学自己負担額は76百万円。

   ※  20年度見込額は、過去3年間の平均により算出
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○  全国から毎年2,000人を超える学部生を受入れ
○  約7割近くが東海地区出身者
○  静岡県出身者は、全体の約4割となっています。

静岡大学の地域別入学者

平成19年度 学部生地域別入学状況

東北3.3%
関東5.7%

北信越
8.0%

静岡
41.0%

東海（静岡除く）
26.2%

近畿6.0%

中国4.2%

四国1.7% 九州2.5%
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入学者総数
     2,038 人

平成20年度 学部生地域別入学状況
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入学者総数
     2,081 人
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学生数；学部･研究科合わせて約１０，６００人が在籍
附属学校園；園児、児童、生徒合わせて約２，６００人が在籍

静岡大学の在籍状況

農学部
689人
 8%

工学部
 2,524人

 29%

理学部
940人
10%

情報学部
852人

9%

教育学部
1684人

19%

人文学部
 2206人

25%

学部生在籍状況：
平成20年11月1日現在

電子科学研究科
 7人, 1%

人文社会科学
研究科
 92人
 6%

理工学研究科
19人, 2%

農学研究科
165人
 10%

自然科学系教育部
158人,8%

法科大学院
94人, 6%

教育学研究科
149人
 9%

情報学研究科
144人
 8%

理学研究科
153人

9%

工学研究科
656人
 40%

研究科生在籍状況：
平成20年11月1日現在

学部
8,895人

研究科
1,637人

静岡小
 676人

浜松小
 483人

静岡中
 475人

浜松中
 362人

島田中
354人

小学校
1,159人

中学校
1,191人

特別支援学校
61人幼稚園

135人

静岡小

浜松小

小学校計

静岡中

浜松中

島田中

中学校計

幼稚園

特別支援学校

附属学校園在籍状況：
平成20年11月1日現在

園児,児童,生徒
合計 2,546人
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平成20.11.1現在
学部卒業生の約3.5割が大学院へ進学
学部就職者のうち、約3.5割が県内企業等に就職

県内企業就職率
37.5% 58.3% 23.9% 36.6% 34.7% 29.3%

平成19年度学部卒業生の就職状況
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地域の新事業・新産業の創出プロジェクト 
における静岡大学の参画 

 
 

 

 

【事業概要】 

   西部地域を中心に、世界に誇る光・電子技術関連産業の集積や、静岡大

学、浜松医科大学などの医学系、工学系の大学の立地等の地域の特色を生

かし、製造業をはじめ農業、医療分野など多岐にわたる応用が可能で、２

１世紀の静岡県の産業を牽引する光・電子技術関連産業の振興・集積を推

進。 

【参画機関】 

静岡大・浜松医大・光産業創成大学院大、(財)浜松地域テクノポリス推

進機構・(財)光科学技術研究振興財団・浜松商工会議所、静岡県 等 

【静岡大学の参画例】 

○知的クラスタ－創成事業（第Ⅰ期：平成 14 年度～平成 18 年度） 

「浜松オプトロニクスクラスタ－」（中核機関：(財)浜松地域テクノポリ

ス推進機構、第Ⅰ期：約 3.2 億円～4.2 億円×５年） 注）第Ⅱ期について

採択が決定。 

○21 世紀 COE プログラム（平成 16 年度～平成 20 年度） 

「ナノビジョンサイエンスの拠点創成」（事業主体：静岡大学、約 0.8 億

円×５年間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 

   中部地域を中心に、食品・医薬品・化成品産業の集積や、静岡県立大学、

静岡大学などの生命科学系の大学の立地等の地域の特色を生かし、機能性

食品などの高付加価値商品の開発、地域の一次産業との連携などにより、

豊かな健康長寿社会の構築を目指し、「食」を通じた新たな健康関連産業

の創出、集積と活性化を推進。 

 

 
 

静岡大 

県立大 

東海大 

新機能性食品等開発研究会 

静岡県 

静岡市 

焼津市 

(財)しずおか産業創造機構 等 

 

 

 

○一般型都市エリア事業（平成 14 年度～16 年度） 

「心身ストレスのバイオマ－カ－と食品、医化学品素材の開発」 

（事業主体：(財)しずおか産業創造機構、総額約 2.8 億円） 

 

○発展型都市エリア事業（平成 17 年度～19 年度） 

「心身ストレスに起因する生活習慣病の克服を目指したフ－ズ・サイエ

ンスビジネスの創出」 

（事業主体：(財)しずおか産業創造機構、約２億円×３年） 

 

○地域新生コンソ－シアム研究開発事業（平成 18、19 年度） 

「高輝度 LED と亜臨界水抽出法による薬用植物生産プロセスの構築」 

（事業主体：清水商工会議所（管理法人）、総額約 1.5 億円） 

静岡大学の参画例 

事業概要 

参画機関 

１．食品・医薬品・化成品産業集積（フ－ズ・サイエンスヒルズ） 

７ 



 

 
 
 
 
 
 
 
   西部地域を中心に、世界に誇る光・電子技術関連産業の集積や、静岡大

学、浜松医科大学などの医学系、工学系の大学の立地等の地域の特色を生
かし、製造業をはじめ農業、医療分野など多岐にわたる応用が可能で、２
１世紀の静岡県の産業を牽引する光・電子技術関連産業の振興・集積を推
進。 

 
 
 

静岡大 
浜松医大 
光産業創成大学院大 
(財)浜松地域テクノポリス推進機構 
(財)光科学技術研究振興財団 
浜松商工会議所 
静岡県 等 
 

 
 
 
○地域新生コンソーシアム研究開発事業（平成 18 年度～平成 20 年度） 

「光技術複合・融合化プロセスによる輸送機器用先端素材製造」 
（事業主体：（財）浜松地域テクノポリス推進機構、総額７億円（当初
計画の上限額）） 

   
○知的クラスタ－創成事業 

「浜松オプトロニクスクラスタ－」 
（中核機関：(財)浜松地域テクノポリス推進機構） 
第Ⅰ期（平成 14 年度～平成 18 年度）：約 3.2 億円～4.2 億円×５年 
第Ⅱ期（平成 19 年度～平成 23 年度）：約 3.4 億円～3.6 億円×５年  

 
○21 世紀 COE プログラム（平成 16 年度～平成 20 年度） 

「ナノビジョンサイエンスの拠点創成」 
（事業主体：静岡大学、約 0.8 億円×５年間） 

２．光・電子技術関連産業集積（フォトンバレ－） 

事業概要 

参画機関 

静岡大学の参画例 
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   静岡県内の大学等における技術に関する研究成果の産業界への移転

(注)に関する、(財)浜松科学技術研究振興会の静岡 TLO やらまいか事業に
貢献。 
 
(注)1. 大学等の教官による研究成果の特許化を支援。 
  2. 大学の研究成果、特許等を譲り受け、ライセンス供与を通じて企 
     業へ技術移転。 
   3. 特許の実施料収入等を、大学等の教官や大学に還元。 
   (その他、企業のニーズ情報、研究者のシーズ情報の相互提供、技

術相談・指導等を実施。) 

３．静岡 TLO やらまいか 



 

企 02-047 H20                                                   

 

 

 

 

 

■１ 市民開放授業の開講 

・市民開放授業を平成１7 年度より試行実施し、平成１８年度から本実施。２０年度は前後期合

わせて 462 科目を開放。 

〔市民への学習機会の提供とともに、学生と共に受講することで、授業の活性化にもつながる。／受講料

は、１科目 8,200 円。従来の「科目等履修生」は 29,600 円（１科目２単位の場合)／前学期２１８科目、後

学期２３２科目、通年１１科目を開放／平１９実績：開放科目数３６６科目、受講者は延べ２２１名〕  

■２ 公開講座、セミナー等の開催 

・生涯学習教育研究センター及び学部等において公開講座を開講。 

〔平１９実績/１６講座・３４１名受講、平２０は１５講座開講〕 

・理学部と創造科学技術大学院において、科学の魅力について市民と研究者が気軽に語り合う

「サイエンスカフェ in 静岡」を毎月１回のペースで、静岡市内で開催。〔平１８から/受講料無料〕 

・工学部では電子工学研究所の教員とともに、夏休みに小学生を対象にものづくり教室を開催。 

・地方自治体が主催する市民講座等に多くの教員が講師、パネリスト等として参画。 

■３ 現職教員、企業研究者等の受入れ 

・人文学部（夜間主コース）、創造科学技術大学院等、学部･大学院で社会人特別選抜を実施。 

・大学院教育学研究科では現職教員を対象に、学校･地域でリーダー的役割を担う人材を育成。

来春、教職大学院設置へ。〔平２０入学者(学校教育専攻)１８名中、１３名が現職教員〕 

■４ その他 

・浜松地区９大学による共同授業を開講。一般市民も受講可能。〔平２０テーマ：人間と環境〕 

・浜松商工会議所中小経営支援スクラム、ＩＴ化へ情報学部学生を派遣ほか。〔平１９〕 

・はままつ産業創造センター「MOT 講座」に講師を派遣〔平１９〕 

 

 

 

 
 

学 び の 場  

地域との協働 

社会連携にかかる主な取り組み  

本内容は、平成 19-20 年度に実施した事柄等を中心に

記載。事項により区分けが重複する場合もあります。 

■１ 「地域連携協働センター」を設置、地方公共団体等地域諸組織との協働推進へ。〔平２０〕 

〔既設の生涯学習教育研究センター、等関連５組織で構成/平２０.９には特任教授１名を任用〕 

■２ 補助金等による地域再生プロジェクト・地域の活性化に向けた取り組み 

（１）人材育成 

・「制御系組込みシステムアーキテクト養成プログラム」 

〔平２０-２４文科省「地域再生人材創出拠点の形成」採択/浜松市と連携/情報学部〕 

・「地域が求める情報技術者育成のための実践的情報システム学の再教育」 

〔平１９-２１文科省「社会人の学び直しニーズ対応教育推進プログラム」採択/情報学部〕 

・「地域食品産業の安全と安心を支える実務型分析オペレータ育成のための再教育プログラム」 

〔平２０-２２文科省「社会人の学び直しニーズ対応教育推進プログラム」採択/静岡県等と連携/農学部〕 

・「農業ビジネス経営体育成のための教育体制・プログラムの構築･検証」 〔平２０経産省「産学連

携人材育成事業」採択/県、産業界の分担による講義、先進的ビジネス経営体での実習も〕  

・「はままつデジタルマイスター養成プログラム」 
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〔平１８-２２ 文科省「地域再生人材創出拠点の形成」/浜松市、浜松商工会議所等と連携/工学部〕 

・文科省現代 GP「ものづくり教育はままつ１０年構想－小中高理科教育から技術者養成までのサー 

モンプロジェクト」への取り組み〔工学部/平１８採択〕や、浜松市の「理数大好きモデル地域事業」〔平

１７-１９〕、浜松商工会議所･経産省の「産学連携製造中核人材育成事業」にも参画〔平１７-１８〕。 

・はままつ産業創造センター「輸送用機器産業に特化した中核人材育成講座」に講師派遣 
及び実習・演習会場として協力〔平１９、平２０〕 

 

（２）産業振興・農業の活性化 

・愛知県東部から静岡県に至る地域の産業発展に向けた、新たな取組みを展開。〔平２０-２４文

科省「産学官連携戦略展開事業」採択/「東海イノベーションネットワーク」の構築へ/豊技大と連携/イノベセ〕 

・文科省「知的クラスター創成事業(ｵﾌﾟﾄﾛﾆｸｽｸﾗｽﾀｰ構想)」を継続（第Ⅱ期事業に採択）。 

〔平１９-２３/今期の中核研究機関は静岡大、浜松医大に新たに豊橋技科大が加わり、３大学に。/中核

機関は（財）浜松地域テクノポリス推進機構(浜松市)〕 

・「農業環境教育プロジェクト」の取り組みを、静岡県が「一社一村しずおか運動」に認定。 

〔平１９-/同運動は、過疎化が進む農村と企業等が連携して農地保全や地域活性化を図る事業で、  

大学の認定は初。静岡市梅ヶ島地区で農学部学生が地元農民とともに茶園を管理/農学部〕 

・「地域新生コンソーシアム研究開発事業」「地域新規産業開発費補助事業」〔平１８-１９経産省/創造院〕 

■３ 地域に密着した研究の推進等 

・「地域社会の質的向上のための学際的研究(人文学部)」、「東海地震震源域監視研究（理学部）」

「佐鳴湖浄化プロジェクト(工学部)」、「ワサビ病害虫の生物学的防除(農学部)」等の研究を推進。 

〔平１９実績：地元企業等との共同研究件数 ２４９件/国・県等のプロジェクト研究 ５２件〕 

・県や産業界、理・工・農学部等で生物産業創出推進拠点、駿河湾地域新事業推進委員会を組

織、合同研究会等を開催。〔平１９〕／浜松市と産学官連携に関する包括協定締結。〔平１８.３〕 

・産学社学官連携研究分野マップや共同研究シーズ集の作成、研究発表等を開催。〔ｲﾉﾍﾞｾ〕 

■４ 金融機関等との連携協力による企業支援事業 

   ・静岡県中小企業家同友会と相互協力協定を締結。共同研究の推進、企業向け講座の開設、 

インターンシップ受入事業推進へ。〔平２０.９〕 

   ・富士信用金庫と産学連携の覚書締結。信金の取引先企業との技術開発や地域活性化に協 

力、県東部での産学連携の活性化へ。〔平２０.８〕 

・(株)清水銀行及び(株)清水地域経済研究センターと産学連携の業務協力覚書締結〔平１９.３〕 

・浜松信用金庫が地域育成ファンド組成。「静大ファンド」として、平１５．３に３億円、さらに平１９．

５に２億円を確保、静大発ベンチャー向け基金に。〔助成第１号は平１６.１１、ＩＴ関連２社を選定〕 

・三菱 UFJ 信託銀行と業務提携基本合意書締結〔平１８.６〕 

・(財)しずおか産業創造機構と静岡県内中小企業への支援協力基本協定〔平１７.３〕 

・静岡銀行グループ４社との県内大学･高専との業務協力協定〔平１６.１１〕、スズキ㈱との研究

連携締結。〔平１７.１１/学生の人材育成での全学的包括協定、工学部から全学部に拡大〕 

■５ 防災・防犯体制における連携 

   ・「しずおか防災コンソーシアム」を結成。〔平１９〕 県立大、富士常葉大、東海大の各大学と、県 

防災局、静岡地方気象台等と連携、防災教育・事業を展開し、地域防災の推進目指す。 

〔平２０文科省の特殊要因経費（政策課題対応経費）に本事業にかかる「防災教育の地域連携を通した

多面的展開と拡充」が採択（平２０-２３交付）〕 

・県立大と「地震等大災害時の安否情報システムに関する協定」を締結。〔平１９/ｼｽﾃﾑ導入へ〕 

・地域住民の参加による防災訓練、県との共催によるセミナーを実施。〔防災総合センター〕 
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■１ 地元高等学校等への教員派遣：スーパー・サイエンス・ 

ハイスクール、サイエンス・パートナーシッププロジェクト 

指定校への協力の他、高校等への出張授業を実施。 

〔平１９出張授業実績／学校数：７５校，教員数：８１名〕 

■２ 専門的知識の提供：各種講座・講演会や審議会等を通じた専門的知識の提供。 

〔平１９年度実績／講座･講演会：５６６件，審議会２１件，その他２８２件〕 
 

■３ 市民相談の活動：こころの相談室、法律相談、技術相談において、市民、企業等からの相談

に応対。〔平１８年度相談件数／こころの相談室：３５８件，法律相談：１１５件，企業向け技術相談１７７

件，技術相談会での相談１１２件など〕 

■４ 附属学校園の取り組み：「学校現場型研究プロジェクト」推進のため、市内公立中学校との授

業交流（静岡中）、職場体験実習の受け入れ（幼稚園）、県教委等と連携した高校教員の１０年研

修（浜松中、島田中）のほか、県内他校教員を対象に、特別支援教育にかかる研究交流(特別支援

学校)を実施するなど、地域の拠点校として活動。 

■５ 外国人居住者との共生に向けた取り組み 

・外国人児童生徒が混在するクラスにおける教育の在り方について、小中高等学校教員を

対象とした講座の開講（教育学部）や、外国籍生徒対応型英語教育システム構築の研究（情

報学部）を実施。 

・外国人居住者に対する日本語教育支援のため、日本語習得支援ボランティアを対象に公開

講座を開講。日本語教育に必要な知識・技能習得の機会に。〔平１９受講者２７名/国際交流セ〕 

■６ その他の取り組み：教育学部が平１９入試から過疎地域枠（県西豆地域６高校）２名を設定。 

 

 

 

■１ テクノフェスタ･イン浜松（浜松キャンパス全部局）に２日間で 

市民約 10,000 人が来場。公開実験等多彩なプログラムを 

展開。平２０は、１３回目で１１月８日（土）、９日（日）に開催。 

浜松市

静岡市 

大学開放事業 

地域への貢献 

■２ 高柳記念館を「高柳記念未来技術創造館」としてリニュー 

アル。展示室を市民に開放。〔平１９.１１/浜松〕 

■３ 附属図書館の夜間（平日２２時まで）・休日開館。体育施設、農学部フィールド等の開放。 

■４ 平２１の開学６０周年の前年祭として、「静大フェスタ」を市内繁華街で開催。秋には浜松キ

ャンパスで同様の企画を予定。〔平２０.５/静岡〕 

■５ キャンパスミュジアームでは、毎年企画展を開催。平２０は、１１月１１日（火）～１7 日（月）「ガ

ムラン～青銅のオーケストラの響き～」を実施。 

 

 

 
 県内大学等との連携 
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■１ 静岡県立大学、静岡産業大学と連携し、「地域を担う人材育成のための大学院教育プログラ

ム」の開発へ。〔平２０文科省戦略的大学連携支援事業〔平２０-２２〕に採択。将来的に「共同大学院」

の設置を目指す。/人文社会科学研究科〕 

■２ 静岡県立大学、東海大学と単位互換、学術交流に関する協定締結。〔平２０.９/生命・環境分野で

の教育・研究・地域連携を視野に入れたコンソーシアム形成へ。/農学研､理学研､創造大学院〕 

このほか、静岡県立大学〔平８-/単位互換〕、浜松医科大学〔平１８-/教育・研究包括協定〕、静岡

文化芸術大学〔平１６-/単位互換〕、静岡理工科大学〔平１８-/単位互換/工学研〕、静岡産業大学

〔平１８-/単位互換/情報学部〕等と協定を締結。 

■３ 「大学ネットワーク静岡」による合同進学相談会等を実施。〔ネットワークは県内２２大学等で組織。

静岡県と静岡、浜松、沼津各市が支援/「遠隔授業」「情報発信･広報」等の分科会による審議や講演会

等の交流活動を展開/平１８からは加盟大学合同の進学相談会を開催〕 

■４ 浜松地区高校（県立浜松北高、浜松城北工業高、浜松商業高等）や中学校とも連携、生徒の講義

受講や教員交流等を実施。〔工学部、情報学部〕 
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